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１．感性・理性・知性について 

情報学・次世代教育については， 
  #1: 感性に響く情報メディア教育 → 感覚（アート） 

  #2: 理性に届く情報メディア教育 → 倫理（モラル） 

  #3: 知性に繋ぐ情報メディア教育 → 知識（サイエンス） 

の3つのプロジェクトを展開している（松原2017）。 

 ここで，感性については感覚的（アート），理性に

ついては倫理的（モラル），知性については知識的

（サイエンス）の各側面をコアとしている。したがっ

て，#2については情報のモラルと安全（松原2006）

からの継続した蓄積があり，#3については，情報科

学・情報工学などの専門分野の親学問の成果を引き継

いでいる。そこで，本稿では，新しい視点として，感

性と芸術・技術の融合による新しい視点による教育

（プログラミング教育を含む）情報メディア教育とし

て#1を取り上げる。 

 

２．感性に響く情報メディア教育 

 これはプログラミング教育の未来形として提案され

たもので，A（音楽・音響・コンピュータミュージッ

ク），B（画像・映像・アニメーション），C（演

劇・映画・ダンスパフォーマンス），D（芸術・技

術・メディアアート）の4つの分野が提案されている

（松原2017）。図１は，その概略を示すために構築

されたサイトである。（下記サイト参照） 

 

【情報学教育ポータルサイト】 

 http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/iseps/ 
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図１．感性に響く情報メディア教育 

（http://www.mlab.sue.shiga-u.ac.jp/imse/） 
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